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10月8日から10日まで、宮城県石巻市で木の家ネットの第11期総会

宮城大会が開かれました。

3月の東日本大震災から７ヶ月。大震災の前の年の11月に神奈川県

鎌倉市で行われた第10期総会 神奈川大会の時に次期総会候補地と

して宮城県石巻市から参加されていた佐々木文彦さん（ササキ設

計）が手を挙げられました。年明けの1月に同じ宮城県の 徃見寿喜

さん（樹音建築設計事務所）、遊佐茂樹さん（古遊工房 遊佐建

築）も加えた宮城大会の実行委員会が発足し、佐々木実行委員長の

もとで、着々と準備が進められていました。

そこに起きた未曾有の大震災。震災から数日間、三陸海岸に面した

石巻市北上町十三浜にお住まいの佐々木さんと連絡がつかず、随分

と心配しましたが、インターネットの安否確認サイトを通じて娘さ

んから連絡があり、ご家族がご無事であること、そして、自宅兼事

務所が津波ですべて失われたこと、「相川子育てセンター」に避難

所ができ、そこで集落の方たちと共同避難生活を送られていること

を知りました。

その後、三陸に救援物資を届けに行ったメンバーが佐々木さんから

「総会は予定どおりの日程で行います。復興に向かう石巻を見に来

てください」というメッセージを預かってきたのでした。ご自身の

生活の再建もままならない時に、総会の開催を宣言された佐々木さ

んの決意に、多くのメンバーが秋には三陸に行こう！と心に誓った

のでした。

総会開催の決意を木の家ネットの会員に伝える佐々木さんのビデオメッセ
ージ。収録は2011年4月。

メインの日程は10月9日の午後から。その前日の昼からは、隣県の

岩手県陸前高田市の菅野照夫さんの案内で、平泉、気仙沼、陸前高

田をまわるプレツアーも行われました。３日間の様子を、参加者の

方のレポートをもとに、ご紹介いたします。

10/8 プレツアー（悠山想 宮本繁雄）

菅野さんの出迎えで始まったプレツアー

10月8日、憧れの奥州平泉に行きました。一ノ関駅では、世界遺産

になったからでしょうか、駅長さんを始め、関係者の皆様、木の家

ネットの運営委員のみなさんも出迎えてくださいました。その中

に、３月に陸前高田で東日本大震災に遭われた菅野照夫さんの姿も

ありました。

三陸海岸のごく近くでありながら、少し高台に住まわれている菅野

さんのお宅は、直接的には被災しなかったのですが、ご近所の多く

が家も何もかも津波に流されて避難所生活を余儀なくされていまし

た。私が前回菅野さんにお会いしたのは、５月。震災後のご活動で

心身ともに疲れられたのでしょうか、その時は入院されていまし

た。それ以降、どうされたか心配していましたが、久しぶりにお会

いした菅野さんは、本来のお元気な姿を見せてくれました。菅野さ

んの元気溢れる運転で、最初の見学地である奥州街道有壁宿の有壁

本陣へと向かいます。

気仙大工の技量を注ぎ込んだ 有壁本陣

旧有壁宿本陣は、元和五年（1619年）に奥州道中の宿駅として創

設され、参勤交代制度が確立した後は、松前・八戸・盛岡・一関の

藩主や各藩重臣が通行の際に宿泊した場所として知られています。

気仙大工60人余が普請にあたったと伝えられ、屋根庇の下り船が

いづくり、戸袋の細工など、気仙大工の技量を注ぎ込んだ仕事ぶり

が随所に見られます。

二階建ての長屋門と御成門があり、その堂々とした姿に往時の栄華

が窺えます。初めはご当主の方から「地震の被害でみっともなくな

った姿を、とてもお見せできない」と断られてしまったのですが、

菅野さんの交渉で陣内を見学させて戴き、お話を伺えることになり

ました。長屋門から宅内に入り、勝手にてお話を伺いました。

旧有壁宿本陣、蔵の剥落の様子

主屋の地震被害は土壁の隅部に亀裂が入る程度で済んだようです

が、７棟ある土蔵の外壁の崩落は著しいものでした。建物の東西方

向に揺れが加わり、初期剛性の高い土壁がまず崩れたものと思われ

ます。外壁の土壁は防火上必要とされたもので、構造体としての意

識はなく塗られていたのでしょうが、結果的に耐力要因として働い

たようです。

外壁の剥落具合と比べると、蔵の内部は一部漆喰が剥落し貫が露出

した箇所もあるものの、土壁の被害は軽微なものでした。しかし元

通りに修復するための費用は、1億円を超えるだろう事でした。非

常に厳しい状況ですが、何とか元の姿に戻って欲しいものです。

奥州藤原氏の栄華を今に伝える
中尊寺金色堂へ

次に達谷窟（たっこくのいわや）毘沙門堂を経て、中尊寺の金色堂

に向かいます。達谷窟は懸造りで、挿し肘木を応用した天秤梁の納

め方に興味を抱きました。

(左)達谷窟岩屋　(右)床下の組写真

金色堂は平面の1辺が三間ほどの小型の仏堂です。阿弥陀如来のい

る極楽の燦然と輝く光を表現するために、堂の内外に金箔が貼られ

ており、鉄筋コンクリート造の覆堂内のガラスケースに納められて

います。瓦が木製であることに驚きました。覆いが必要なのも頷け

ます。さすがに当時の中央政権の大和朝廷に対してその文化の高さ

を知らしめた建物だけあって、大変見応えのあるものでした。

金色堂の外に芭蕉の句碑がありました。「五月雨の 降りのこして

や 光堂」。あたりの建物が雨風で朽ちていく中で、この金色堂だ

けが昔のままに輝いている。まるで金色堂にだけは五月雨も降り残

しているようではないか、という意味だそうです。

続いて旧覆堂も見学しました。奥州藤原氏初代藤原清衡が1124年

に建設した当初は風雨にさらされていましたが、室町時代中頃に覆

堂（おおいどう、さやどう）が建設されました。以来、現在の覆堂

になるまでの約500年間、金色堂を雨風から守っていたのがこの旧

覆堂で、現在の覆堂の建設時に、移築されたそうです。松尾芭蕉が

この地を訪れた際には、この旧覆堂の中にある金色堂を見たのでし

ょう。隅木の支えに火打梁（隅ごおり）の上に束を立てるという、

おもしろい構法が見られました。

旧覆堂内部

和洋折衷の蔵と欅普請の邸宅
横屋酒造

平泉駅前の食堂では初めて「わんこそば」に大人気なくも興奮。そ

の後、現在では「千廐 酒のくら交流施設」として公開されてい

る、旧横屋酒造・佐藤家住宅を訪れました。明治から大正期にかけ

て建造され、材料、構造、意匠などがそれぞれに異なる25の蔵と

横屋酒造の主人である佐藤家の主屋とが立ち並ぶ見事な建造物群で

す。和洋折衷の建物に気仙大工の技が光る、大正浪漫が漂う独特の

空間を満喫しました。

(左)旧横屋酒造 西洋館　(右)立ち並ぶ蔵

佐藤家住宅は、欅普請の立派な邸宅です。二階の広間は、オオヒロ

マ24.5帖にヒロマ17.5帖の併せて42帖という大きさです。気仙大工

の手法の特徴が、床板の張り方に見てとれます。天井板に使われて

いる欅を見ると、白太部分の変色が見られ「欅は赤身使い」と言わ

れる訳がわかります。

「千廐 酒のくら交流施設」の紹介ビデオ

気仙大工の大工技術

構造技法：投掛け梁、火打梁
造作技法：扇垂木、扇状の縁板張り、板長押
大工技術の修得・継承：「新撰 早引匠家雛形」
杣、木挽きとの協力体制

陸前高田で想う 気仙大工をとりまく職人文化

最後の訪問地の陸前高田は、高度な技術を誇る気仙大工の里であ

り、菅野さんの地元でもあります。5月に訪れた時と比べると瓦礫

は随分片付けられていましたが、私は震災前の陸前高田を知りませ

んので、5月時点での陸前高田としか比べようがないのが残念で

す。静かな海でした。

普門寺の三重塔は高さ12.5mと小さいのですが、造りの精緻さに圧

倒されます。初層は二軒繁垂木、二層には全面彫刻の板軒、三層に

は扇垂木を用いるという具合に、軒の意匠が、一層ずづ異なるのに

は驚かされました。

普門寺の三重塔について詳しくはこちら

普門寺、初層の軒の様子

気仙大工の技術の高さはもちろんですが、気仙はリアス式海岸のす

ぐそこまで山がせまり、気仙杉という立派な建築用材を産する土地

でもあります。そのすぐ裏山に木を育て、適材適所を見きわめる目

のある木挽棟梁がいて、「気仙かべ」と呼称される壁工がいてと、

気仙大工をとりまく確かな腕をもった職人集団が存在し、豊かな職

人文化が花開いていた層の厚みを実感させられます。彼らに仕事を

依頼する人々の目の確かさは言わずもがなです。現代に暮らす私た

ちに『伝統に学ぶ』ことを改めて感じさせてくれるプレツアーでし

た。プレ企画をご立案戴いた菅野、渡辺両氏に深く感謝申し上げま

す。

（悠山想 宮本繁雄）
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千廐横田酒造の玄関天井

木の家イベントカレンダー

最近の特集記事
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やさしくて強い、
理想の家を求めて:
アイ設計研究室　
大前泰秀さん

2019年5月15日
磨き上げた職人技
で、木を生かす：
西岡建築一級建築
士事務所　西岡健
一さん

2019年4月20日
大工と左官の職人
プロジェクトチー
ム 総合建築植田 植
田俊彦さん 俊司さ
ん

2019年4月10日
本物の家づくり
を、自由に、楽し
んで：株式会社木
神楽　高橋一浩さ
ん

2019年1月5日
新春特集 2018年の
ベストショット集

2018年12月29日
板倉仮設住宅 移設
ものがたり part3　
大工の声＆今後の
課題編

2018年12月17日
板倉仮設住宅 移設
ものがたり part2　
実録編

2018年12月14日
板倉仮設住宅 移設
ものがたり part1　
概要編

2018年9月4日
番匠 剱持工務店 副
棟梁・剱持大輔さ
ん

2018年8月15日
鶴岡総会予告 その
１　散るより、生
き延びよ！

人気のある記事
伊勢神宮遷宮・御
杣始祭り：300年
の大木を伐る！
17件のビュー

冬の温熱調査合宿
報告
15件のビュー

家のお風呂　こう
やって作る、こう
やって保つ
15件のビュー

大工たちによる
「家戻し」の記録
14件のビュー

込み栓角ノミ 復
活！松井鉄工所訪
問記
14件のビュー

設計士・丹羽明人
さん(丹羽明人アト
リエ)：納得できる
答を探して
11件のビュー

古川 保の熊本市川
尻町 震災日誌
11件のビュー

工務店・西條正幸
さん(ビオプラス西
條デザイン)：北海
道で無垢の木の家
づくり

10件のビュー

設計士・古川保さ
ん(古川設計室)：木
の家づくりは仕組
みづくり
9件のビュー

設計士・川端眞さ
ん（川端建築計
画）：小さな石場
建ての家
9件のビュー

この記事のタグ

災害と木の家

同じタグがついた別の記事
2016年5月21日
熊本震災調査レポート

2016年6月9日
大工たちによる「家戻し」の記
録

2016年6月21日
熊本震災レポート 2

2014年3月11日
3.11後を生き抜くコミュニティ
ーの力　牡鹿半島 福貴浦より

2010年1月16日
新潟県中越地震被災地訪問レポ
ート

関連する記事はこちら
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里山循環大工：池山琢馬
（一峯建築設計）

3.11後を生き抜くコミュ
ニティーの力　牡鹿半島
福貴浦より

独立電源＝オフグリッド
の家

大場江美さん(サスティナ
ライフ森の家)、日影良孝
さん(日影良孝建築アトリ
エ)：手のひらに太陽の家

伝統構法をユネスコ無形
文化遺産に！
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ポスト

10/9 集合～高橋恒夫先生講演会（木の家ネット事務局 持留ヨハナエリザベー
ト）

北は北海道から、南は九州から木の家ネットのメンバーが集合場所

の「とよま観光物産センター」に続々と集まってきます。受付を済

ませた者同士で連れ立って、北上川のほとりにある、佐々木さんの

設計で山形から土蔵を移築再生した鰻屋さん「東海亭」に向かい、

鰻重を突っつきながら、一年ぶりの再会に話を咲かせます。

受付には実行委員の遊佐茂樹さん（宮城県大崎市 古遊工房 (有)遊佐建
築）。震災直後は、地元の協力でにぎった大量のおむすびを持って行っ
て、配っていたそうです。

高橋恒夫教授の講演会
全国に名を轟かせる技能集団[気仙大工]について学ぶ

昼食を済ませた後は、来た道を引き返し、観光物産センターのホー

ルで、東北工業大学の高橋恒夫教授の講演会を聴きました。

高橋先生は、気仙大工を始めとする「在方集住大工」の研究をされ

ています。集住大工とは、高い技術を買われ、地元から離れた地域

に出稼ぎに行く大工が、特定の地域にまとまって住んでいる、その

ような大工集団を言います。「在方」と付くのは、城下町に職人が

集まって住んでいる例とは違って、農村地域にその集住する集落が

あるためです。彼らは、彼らの生活圏外からも、仕事を頼まれ、そ

の期待に応えるだけの技術を磨き、伝承してきた、技能集団であり

ました。

東北工業大学の高橋恒夫教授

気仙大工のふるさと
今泉の町に見る「大工による自治」

全国に名の聞こえた「気仙大工」。その出自が宮城県気仙沼市と勘

違いされることが多いのですが、気仙沼には気仙大工はいません。

旧南部藩の陸前高田市気仙町が、気仙大工のふるさとです。

高橋先生の講演会のビデオ（1時間6分）

高橋先生には、気仙でも大工の集住率の高い「今泉」という集落の

様子を古い写真、図面、野村工芸制作の街並再現模型の写真など

を、スクリーンに投影して見せていただきました。開口部を片寄せ

した、雁木づくりの小ぶりの町家が、メインストリートに妻面を見

せて立ち並んでいます。指物は使わず、吊り束を入れているのが、

独特のつくりです。

かつて、参勤交代の折に大人数の武士が今泉に宿を取った時に、ど

のように分宿するかを検討した図面が残っています。それを見る

と、大工棟梁が個々の家の間取りまで把握していることが分かり、

大工棟梁が村長として自治を司る「大工村」とでも言うべき暮らし

方をしていたのではないかということが窺い知れるとのお話を聴き

ました。

町家が整然と立ち並ぶ 今泉の模型

震災を経てあらたに思う
「ひと昔前を手本に」

ところが、この今泉の集落も三陸海岸から目と鼻の先に位置してお

り、東日本大震災で津波の被害に見舞われ、壊滅的な状況となって

しまいました。被災前と被災後の写真を見せていただき、その生々

しさを実感させれらました。集落の端はかつて、気仙大工の技術が

集約された「大木守屋敷」という村長（むらおさ）の館がありまし

た。かつてこの館に使われていた材が、選り分けられ、一カ所に集

められていました。気仙大工のふるさとに、その技術の結晶である

建物が再建されることについての希望も語られました。

先生は、集住大工のお話に入る前に「震災で分かったことは２つあ

ります。ひとつは、電気、水道、電話などといった社会的インフラ

がいかに脆弱なものであるか、国に頼っていればなんとか生きて行

けるというのは間違いだということです。これからは地域で自立し

ていくような形でしか生き延びられません。そのために『ひと昔

前』を手本にしましょう」とおっしゃっていたのが、翌日に佐々木

さんに案内していただいた避難所での自立した生活と結びつき、総

会全体を通してとても印象的な言葉として心に残りました。

（木の家ネット事務局 持留ヨハナエリザベート）

10/9 登米（とよま）町中心部散策（一峯建築設計 池山琢馬）

「みやぎの明治村」登米（とよま）町

講演会が終わると、全体が数グループに分かれ、地元のガイドさん

の案内で旧登米（とよま）町界隈の探索にでかけました。登米町は

北上川を利用した米の舟運で栄えた町です。「みやぎの明治村」と

呼ばれ、旧登米高等学校尋常小学校校舎（国指定重要文化財）、水

沢県庁記念館（市指定重要文化財）、旧登米警察庁舎（県指定重要

文化財）、武家屋敷「春蘭亭」など、徒歩圏内に江戸期から明治期

にかけての建造物が点在し、公開されています。とよま振興公社を

通じて、地元のガイドさんがこれらのスポットを案内するサービス

もあり、歴史的な建物をめぐる散策を楽しむには、とても魅力的な

町です。

登米観光公社のガイドさん

登米町の中心部は、津波被害に遭った沿岸部から奥に入っているた

め、津波の被害はないのですが、地震そのものの爪痕が感じられる

ところは局所的に点在していました。大破はしていないものの壁が

一部崩れているところ、割れたガラスがそのままになっていたりす

るところがそこかしこに見られました。車ではつい見過ごしてしま

いそうですが、歩いてみてはじめて、やはり相当な揺れがあったの

だと実感しました。

電灯のない昔に想いを馳せる
登米高等尋常小学校校舎

観光物産センターの西隣にある国の重要文化財「登米高等尋常小学

校校舎（現＝教育資料館）」もその例にもれず、当時からの薄いガ

ラスの多くが割れ落ちていたり、壁の藁がむき出しになっている所

もありました。明治20年に完成したこの校舎は、建築家山添喜三

郎の設計によるものです。喜三郎は「政府御雇い外国人」のワグネ

ルに従って洋行、欧米の建築について学んで帰国し、仙台の紡績工

場の建築工事に携わった後、この校舎の設計を手がけました。棟

梁、脇棟梁を勤めたのは、気仙大工。洋風建築にも積極的に取り組

んだことが分かります。

この校舎のレイアウトに、特徴があります。２階建ての校舎全体が

コの字状に配置されており、コの字の先端の２カ所に児童玄関が、

２階の中央に校長室があり、その前が張り出すようにベランダにな

っています。そこから全教室が見渡せるので、雨の日には、各教室

の廊下（軒下）に生徒が出て、校長先生が訓話をするのを聞いたの

だそうです。

(左)登米高等尋常小学校校舎（現＝教育資料館）の西半分。白いベランダの２階奥に校長室 (右)当時の授業の様子を再現した
教室も

「この壁の色の呼び方はわかりますか？」とガイドさんが、教室の

中で皆に問いかけました。「灰色？」と応えると、答えは「ねずみ

色」とのこと。このねずみ色という壁の色が、電気照明のない当時

の小学校の教室においては、朝日や夕日に反射してもまぶしすぎ

ず、かつ暗すぎず、目に優しいとして推奨されたのだと言います。

今でこそ学校では昼までも電気照明を点けるのが当たり前になって

いますが、電灯のなかった時代に子どもたちが学んでいた校舎の光

を体験することができました。

古い建物を保存するということが、過去の建築を残すというだけで

なく、便利すぎる現代に対して、その時代のなんらかの知恵を与え

続けるという意味もあるのだなと、思えました。

地元の材料でつくるということ

旧小学校の校門（通称赤門）を後にして、旧登米警察庁舎へ。道

中、倒れたまま放置された門、塀の周りに板状の「石」が散乱して

いました。このあたり特産の「玄昌石（げんしょうせき）」、いわ

ゆる「天然スレート」です。薄く加工し、屋根材として利用されて

きたようです。

遠くからわざわざ取り寄せるのでなく、ごく近くにある、地元の素

材を工夫して用いている、それこそが「地域性」ということなのだ

なと思いました。屋根材についていえば、瓦屋根が全国的に広まっ

たのは、大分時代が下ってからのことであり、それまでは杉木端、

茅葺きなどというように、各地で調達しやすい材料で施工されてき

たのです

(左)地震で落ちたスレート葺きの屋根 (右)スレート葺きの塀も

初めて見る「天然スレート」に建築仲間たちも、興味津々。足をと

め、じっくりと観察していました。今回の総会では時間がなかった

ので回れなかったのですが、石巻市には雄勝町という天然スレート

の一大産地があるのだそうです。

1968年まで「登米警察署庁舎」として使われてきたこの建物は、

現在では「警察資料館」になっており、牢屋、取り調べ室など、明

治時代の「警察」の様子が再現されており、時間さえあればゆっく

り見学したいところでした。

(左)登米警察署庁舎 正面　(右)庁舎の脇にあった案内板の屋根もスレート葺き

古い建築物を保存する町は
文化を継承する町

「古いからよい」と無条件に言えるわけではありませんが、現代と

は違った価値観をあらわしている古い建物から学べるものは多いと

思います。全国各地で、古い建物がどんどん解体されていく中、そ

れらを壊さずに保存し続けてきたこの町の姿勢に、感銘を受けまし

た。

「建築基準法以前の建物だから」耐震性が低いのだとはいえない、

そういった古い建物でもしっかりしたものはそれなりの耐震性があ

るのです。「古い建物でもしっかりしたもの」に学ぶこともたくさ

んあるのではないでしょうか。

また、建物を保存するということは、建物というハード面だけでな

く、体験できる形で文化が継承されているということでもあるのだ

と思います。地方都市の中心部でも、目先の利益を優先した無秩序

な再開発が多い中、この「登米」が町ごと「みやぎの明治村」を維

持し続けたことに、大きな敬意を表します。これからの町づくりを

考えるのにいいヒントがいっぱい詰まっているなと、ぼんやり考え

ながら、観光物産センターに戻りました。

（一峯建築設計 池山琢馬）
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登米町には「武者隠し」といって、戦の時に身を隠して敵を迎え撃つため、通りに対して斜めに構えた建物が数多くある。
通りの反対側は逆向きの構えになっいる。

木の家イベントカレンダー

最近の特集記事
2018年3月27日

伝統建築に携わる
すべての職人に光
を

2018年2月7日
「伝統建築工匠の
技：木造建造物を
受け継ぐための伝
統技術」 ユネスコ
無形文化遺産候補
選定のおしらせ

2018年1月2日
新春特別企画 2017
年のベストショッ
ト

2017年12月14日
第17期木の家ネッ
ト総会：倉敷大会 -
民家改修と曳家-

2017年10月14日
気候風土適応住宅
のチラシができま
した！

2017年9月4日
家のお風呂　こう
やって作る、こう
やって保つ

2017年8月8日
家にお風呂が入る
まで

2017年6月30日
気候風土適応住宅
のススメ

2017年6月3日
掛川総会３

2017年5月31日
掛川総会２

人気のある記事
伊勢神宮遷宮・御
杣始祭り：300年
の大木を伐る！
17件のビュー

家のお風呂　こう
やって作る、こう
やって保つ
15件のビュー

冬の温熱調査合宿
報告
15件のビュー

大工たちによる
「家戻し」の記録
14件のビュー

込み栓角ノミ 復
活！松井鉄工所訪
問記
14件のビュー

設計士・丹羽明人
さん(丹羽明人アト
リエ)：納得できる
答を探して
11件のビュー

古川 保の熊本市川
尻町 震災日誌
11件のビュー

工務店・西條正幸
さん(ビオプラス西
條デザイン)：北海
道で無垢の木の家
づくり

10件のビュー

設計士・古川保さ
ん(古川設計室)：木
の家づくりは仕組
みづくり
9件のビュー

設計士・川端眞さ
ん（川端建築計
画）：小さな石場
建ての家
9件のビュー

この記事のタグ

災害と木の家

同じタグがついた別の記事
2015年7月27日
独立電源＝オフグリッドの家

2014年6月5日
大場江美さん(サスティナライ
フ森の家)、日影良孝さん(日影
良孝建築アトリエ)：手のひら
に太陽の家

2015年9月15日
里山循環大工：池山琢馬（一峯
建築設計）

2016年4月28日
古川 保の熊本市川尻町 震災日
誌

2016年6月21日
熊本震災レポート 2

関連する記事はこちら
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里山循環大工：池山琢馬
（一峯建築設計）

3.11後を生き抜くコミュ
ニティーの力　牡鹿半島
福貴浦より

独立電源＝オフグリッド
の家

大場江美さん(サスティナ
ライフ森の家)、日影良孝
さん(日影良孝建築アトリ
エ)：手のひらに太陽の家

伝統構法をユネスコ無形
文化遺産に！
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10/9 追分温泉での宴会（樹音建築設計事務所 徃見寿喜）

日暮れの峠道を追分温泉に向かう

東北の10月始めといえば、もうかなり日が暮れるのが早く、散策

を終えた一行が集合場所に戻る頃にはかなり日も傾いていました。

総勢80名が石巻のバス会社でチャーターしたバスと遠方から来た

「愛知」「札幌」「三重」「山梨」など、さまざまなナンバーの自

家用車に分乗し、追分温泉に向かいました。

追分温泉は登米市と石巻市との間に横たわる翁倉山と高津森山の間

の峠の石巻側にある一軒宿です。車もすれ違えない、細く蛇行した

峠道を走るうちに、日がとっぷりと暮れ、宿に到着するまでには辺

りは真っ暗になっていました。心細くなりかけた頃に、追分温泉の

宿灯りがポッと現れました。

追分温泉の廊下に貼ってあった、全国からの励ましのお便り。

避難所や支援者宿泊所になった追分温泉

宿に着くと、一部の参加者は思いもよらぬ部屋割を知らされてしま

います。追分温泉に宿泊できるのは55名ほどで、後の20名ほど

は、宴会後バスで登米から来た道を戻り、日中に見学をした登米市

内の「望遠閣」に泊まることになるのです。望遠閣泊となった方た

ちは、宴会前に温泉に入れても、浴衣に着替えてのんびりというわ

けにはいかず、申し訳ないことでした。ここであらためて、お詫び

を申し上げます。

追分温泉での受付。ここで宿泊先を知らされる。

ところで、今回の総会準備でもっとも苦労したのは、宿の手配でし

た。震災前には、80名で追分温泉に予約ができていたのですが、

震災後、追分温泉が被災者受け入れの宿となったために、総会で宿

泊できるかどうかという見通し自体がつかなくなってしまったので

す。登米市の何箇所かでの分宿も検討したのですが、どこでも当

然、被災者や被災地支援者が優先となるため、総会まで1ヶ月を切

る頃になっても、80名の宿泊場所確保には程遠く、途方に暮れま

した。

それでも、９月初旬に追分温泉でなんとか50名程は宿泊できると

いうことになり、一安心。あとの20名の宿泊場所が登米の「望遠

閣」に決まったのは、総会まであと数日という時で、本当にひやり

とする思いをしました。みなさんの宿がどうにか確保できてよかっ

たです。（編集注：幹事の皆さん、本当にお疲れさまでした）

実は、この総会の夜は、追分温泉が震災後、一般のお客を受け入れ

る初の夜となったのです。宴会の始めにご主人の横山さんからご挨

拶がありました。「大震災の日以来、ずっと避難所のオヤジをして

きました。もう宿をやめようかと思った時もありました。けれど、

今晩はひさしぶりに、温泉宿の主人として、宴会料理に腕を奮わせ

ていただき、これからも宿を続けていこうと気持ちを新たにしまし

た」大震災から半年間、被災者・被災地支援者の宿泊所を切り盛り

してこられたご主人の想いが伝わってきて、胸が熱くなりました。

追分温泉のご主人、横山さん。地元でバンドを組んでいて、夜は仲間たち
と音楽三昧。総会の夜も、木の家ネットのメンバーがギャラリーとなり、
人垣ができた。

宴会と恒例の分科会

大広間にて佐々木実行委員長の挨拶、加藤代表の挨拶、高橋教授の

乾杯の発声により宴会が始まりました。

宴会料理も当初の予定では、宿泊人数50名分しか出せないという

ことでしたが、追分温泉の温泉宿としての再スタートへの決意の表

れか、ずいぶん気を張って何とか全員分出していただくことがで

き、感謝しています。海の幸、山の幸を美味しくいただきながら、

宴会は和やかに終了しました。

（樹音建築設計事務所 徃見寿喜）

10/9 分科会～10/10 相川子育てセンターでの総会とバスツアー（木の家ネッ
ト事務局 持留ヨハナエリザベート）

総会恒例の分科会

宴会の後は、登米に戻る20名ほどのみなさんのバスを見送り、総

会恒例の分科会です。テーマ別の部屋に分かれ、車座で、お酒やお

つまみも入り、夜を徹して語り合います。

追分温泉での分科会

追分温泉組は、ひとつの部屋で、午前中に講演を聴いた高橋恒夫先

生を囲んで、震災後に先生が東北各地を歩いて見てこられた被災状

況の写真を見せていただきました。もうひとつの部屋では、第11

期に更新する時にひとりひとりにアンケートを寄せていただいた

「原発についてどう思うか」の集計結果をもとに話し合いました。

登米では、全体の人数が少なかったので、全員が原発についてのテ

ーマで語り合いました。

大型バスで総会会場へ

２日目の集合場所となった熊谷産業の作業場。壁面が茅で覆われている。

総会２日目も快晴に恵まれました。追分温泉組は山を下り、登米・

望遠閣組はバスに揺られ、地元の茅葺きやスレート等を扱う屋根会

社・熊谷産業さんの駐車場で再度、全員集合し、２台の大型バスに

分乗し、総会を実施する相川子育て支援センターに向かいます。

バスは北上川に沿って下流へと走ります。海から北上川の河口を溯

上するにつれて、20ｍ以上もの高さにふくれあがった津波が襲っ

た場所を通りました。震災から半年過ぎ、道路は通れるようになっ

ているものの、その両側には基礎と土台をわずかに残して跡形もな

くなった家の敷地、塩水で真っ赤に立ち枯れた林、学校など、津波

の脅威をみせつけられました。

地震にも耐えた釣石神社の巨石
爆撃跡のような北上総合支所

「落ちそうで落ちないの巨石があることでみんなが合格祈願をする

釣石神社の釣石は、今回の地震にも耐えました」佐々木さんが、

76戸のうち73戸が津波で流されたという集落のすぐ後ろにある丘

を指差して教えてくださいました。

釣石について詳しくはこちら

その後、報道でよく目にした石巻市役所北上総合支所のすぐ脇を通

過しました。地震直後、RC造+大断面木構造の混構造２階建ての

庁舎の２階に避難した住民の多くが犠牲になったところです。すべ

てが流され、そこにとどまるしかない基礎だけが残っている、爆撃

にあった跡かのような様相を呈していました。

北上総合支所の被害状況について詳しくはこちら

バスの車窓から見た、北上総合支所。

北上川河口付近の被害状況

すぐ隣にある吉浜小学校には３階まで津波が押し寄せたそうです。

時計が地震のあった2時46分のままで停まっていました。遊具や校

舎の中にあったものはすべて水に持って行かれ、窓もなく壁も部分

的に崩れていました。窓や壁があったはずのところに水に運ばれた

無数の木材や突き刺さり、瓦礫や木材が堆積しています。「これで

も大分、片付いたのですよ」と佐々木さんがおっしゃいました。被

災当時の様子は、想像もつきません。

地震当初、学校にいた子どもたちと先生方は、３階の上にある階段

の塔屋に上って辛うじて助かったのだそうです。校舎には、吉浜小

の子どもたちは、同じく校舎を失った相川小学校の子どもたちと共

に、校舎が残った橋浦小学校に通っています。

北上川河口付近の被害状況について詳しくはこちら

北上川の河口にかかる新北上大橋は、津波で壊され、大震災から半

年以上以上経ってなお、通行はできないので、対岸の雄勝方面に行

くには10キロほど上流の飯野川橋まで戻らなければなりません。

（2011年11月末には、新北上大橋の修理が終わり、開通したそう

です）

大橋のすぐ向こうには、避難方法が具体的に定まっていなかったた

めに、地震が発生して津波が到達するまでの時間が30分ほどあり

ながらも、児童・教職員の7割が津波の犠牲になった大川小学校跡

があります。バスの中から川向こうを臨み、「これから」があった

はずの子どもたちの魂の冥福を祈り、手を合わせました。

被災地の状況を目の当たりにして、
何を受け取って帰るのか

車窓からの風景を見るにつけ、何でもなかったところと、ごっそり

津波でもっていかれたところがいかに紙一重であったかと驚かされ

ます。基礎と土台しか残っていない家のお隣がそのままに残ってい

たり、集落のあるラインから下は、そこに集落があった痕跡がわず

かに見てとれるだけだったり・・。

Googleの「未来へのキオク」プロジェクトが記録していた、佐々木さんの自宅兼事務所（左奥の大きな建物）付近の写真。コ
ンクリートでできた１階部分だけを残し、木造の２・３階が完全に無くなってしまった。

「赤く立ち枯れた木があるところまでは、水が押し寄せたのです」

と佐々木さんが教えてくださいました。新聞やテレビ、インターネ

ットで断片的に知っていたつもりになっていたことが、初めて実際

の場所に起きたこととしてとらえられました。

しかもそれが半年後の「かなり片付いた状態」であると知り、想像

を越える被害の大きさが、重く迫ってきます。ご自身も被災し、そ

れをすべて身をもって体験した上で、私たちを案内してくださって

いる佐々木さんが「被災地を見にきてください」とおっしゃった思

いに対して、私たちひとりひとりは何を受け取り、持ち帰り、これ

からの仕事に活かしていけるのでしょうか。

大きなインフラに頼りすぎず、地域で自立して生きて行く力とは？

多くのガレキを生み出さないような建築のあり方とは？ コミュニ

ティーを再生する復興とは？ 避けがたい自然災害に人はどう向き

合い、備えればよいのか？ この震災から何を学び、どこへ向かう

のか？ 今回の総会に出席したひとりひとりの心に課題や、発見

や、確信など、何かしらを確実に心に刻んだ、大切な総会になった

と思います。

（木の家ネット事務局 持留ヨハナエリザベート）
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津波の力で真横に曲げられてしまった、佐々木邸のすぐそばの街灯。

木の家イベントカレンダー
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10/10 総会～白浜復興住宅（木の家ネット事務局 持留ヨハナエリザベート）

避難所として使われた
山の上の相川子育てセンター

海岸部から急坂をあがった山の上に、第11期総会を開催する相川

子育てセンターがあります。相川子育てセンターは、以前に相川中

学校のあった場所に新築し、平成23年度からのオープンする予定

だった幼稚園兼子育て支援センターで、落成式を迎える直前に震災

にあったそうです。本来の目的に用いる前に、佐々木さんの住む集

落をはじめ、沿岸部の７つの集落の避難所として使われることにな

りました。

相川子育て支援センター（中央下）と「集団地」の集落。GoogleMapより

まずびっくりしたのは、この山の上にあるセンター付近一帯が20

軒ほどの密集した集落になっていることでした。昭和８年の大津波

で被災した集落が、山の上に集団移転したところで「集団地」と呼

ばれているそうです。ライフラインが寸断された状態の中、救援物

資が届くまでの間、家にあるありったけのもので避難所に集まった

人たちの炊き出しを担ったのは、集団地の方たちだったそうです。

分科会報告、第11期総会と
車座座談会「津波で被災するということ」

９時に総会が始まりました。前夜の分科会の発表に引き続き、第

10期の会計報告、サイトの現状、「削ろう会」出展など埼玉メン

バーの活動や伝統的構法の性能検証実験および設計法構築のための

検討委員会の活動報告などが駆け足で行われました。また、職人が

つくる木の家ネットとして何らかの形で「原発はいらない」という

意思表明をしていくことが確認されました。

意思表明に賛同する会員

総会に引き続き、座談会では避難所の鈴木所長さんと佐々木さんと

のお話をうかがいました。「災害は忘れた頃にやってくる」という

言葉がありますが、津波に何度も見舞われていながら、二世代、三

世代と経てしまうと「地震があったら、津波を警戒し、高い所に逃

げよ」という昔の人の言い伝えはどうしても忘れられがちです。

それでも、相川地域には津波のおそろしさ、高台に避難することの

大切さが語り継がれていました。「津波に備えて集落ごとに避難訓

練を実施していたので、集落にいた人たちはほとんど助かってい

る」とのことでした。むしろ、勤務先や出かけた先で亡くなった方

が多かったそうです。

石巻と同じ三陸海岸沿いの気仙沼大島に伝わる「みちびき地蔵」と

いう民話をご紹介します。

気仙沼大島の山の中に、この世を去る人をあの世に導くといわれ
る「みちびき地蔵」というお地蔵さまがありました。ある女の人
が夜の集まりがあってみちびき地蔵のそばを通ると、不思議なこ
とに、元気で船に乗っている若者、おばあさん、子どもを抱いた
若いお母さんなど、無数の人の姿が浮かび上がって見えるので
す。「なぜ、こんなに大勢の人が…」といぶかしく思いながら、
家路につきました。 その翌朝、海に海藻を取りにいくと、やたら
とよくとれる。どうしたことかと思っていると、大きな地震が起
き、その後に大津波がやってきました。前の晩からいやな予感が
していたその女の人は、子どもの手を引いて、すぐに山の方に逃
げました。前夜、みちびき地蔵で姿を見かけた人たちはことごと
く津波に吞み込まれて亡くなったのだそうです。

一生に一度来るか来ないか、という頻度でしか遭遇しない津波のお

そろしさは、年を経るごとに薄らいでしまいがちです。しかし、こ

のように民話として語り継がれることで、普段の暮らしの中で忘れ

がちなことを繰り返し思い出す、そのことで、津波が来た時にどう

したらよいかつねに意識することができるようになります。民話や

歌などを通して先人の体験を語り継ぐことは、その土地で生きてい

くために知っておかなければならないことを伝えるための知恵なの

ではないでしょうか。

集落の力でインフラを整備

所長さんからは150名以上の避難者が集まって住むにあたって最初

に取り組んだ課題がトイレの設置であったこと、水の供給のために

沢水を引いたこと、集落ごとにパーティションはもうけず緩やかに

住み分けをしたことなど、避難所内での日常を成り立たせる苦労の

ひとつひとつについて、具体的なお話を聴きました。

また、道路アクセスが寸断された相川子育てセンターでは、インフ

ラの復旧がほとんど不可能という厳しい状況に置かれました。そう

した中で、沢水の利用、薪での煮炊き、太陽光発電等、ボランティ

アの人々の助けも得ながらも、集落のメンバーが中心となり、かな

り自立した生活が築かれていたのが、この避難所の大きな特徴で

す。集落の底力、結いの力、自治の力の結晶です。そうした生活の

一端が、朝日新聞にも掲載されました。

朝日新聞に2011年4月11日に掲載された記事

ここで簡単に報告するだけではもったいない内容のお話でしたの

で、あらためて取材して、東日本大震災後一周年の特集としてご紹

介したいと思います。

鈴木さん（相川子育てセンター避難所 元所長）と佐々木さんによる「座
談会 津波で被災するということ」のビデオ（27分）

仮設でない復興住宅

総会を後にし、高台に建設中の白浜復興住宅を見学しました。今の

仮設住宅は、建設に一戸400万円かかり、2年後には取り壊さなく

てはなりません。しかも、その取り壊しにも100万円はかかるのだ

そうです。であれば、はじめから仮設ではなく、ずっと住み続けら

れる家を建てた方が良いのでは？というのが「復興住宅」のコンセ

プトです。

白浜復興住宅

バスに乗り換えるのに自家用車を停めさせていただいていた熊谷産

業の熊谷秋雄さんが工学院大学の後藤研究室に相談をもちかけ、こ

の復興住宅プロジェクトがスタート。海の見える高台に熊谷産業が

土地を取得、そこに後藤研究室の設計と工学院大学の125周年事業

としての寄付金で建設しました。入居者が月２万円程度の家賃を払

うことで、将来的には持家になります。「仮設住宅でない復興住

宅」の先駆的事例といえるこのプロジェクトは、行政ではなく、民

間の出資で成り立っています。

熊谷さんが白浜復興住宅プロジェクトを語る

プレスリリースには「国の補助で地方自治体が今後建設する災害公

営住宅のモデルとなるもので、災害公営住宅として実現した場合

に、住まい手の負担も少なく、自治体にとっても負担部分が家賃収

入として比較的に短い期間で回収可能な、他に類をみない住宅建設

プロジェクト」と、記されています。行政に頼るのでなく、民間の

自主的な動きが行政を触発していく、そのようにして物事が動いて

いくのだということを予感させてくれるプロジェクトです。

高台からは海が一望できます。11月23日には初回入居分の入村式

が行われ「海の見えるところに住んでいたい」と、白浜の漁師のご

家族が新生活をスタートされたそうです。景色がいいので、昼食は

屋外で追分温泉特製のお弁当をいただき、バスツアーは終了しまし

た。

（木の家ネット事務局 持留ヨハナエリザベート）

10/9 一次解散～天然スレート集落、石巻中心部訪問（樹音建築設計事務所 徃
見寿喜）

熊谷産業に戻り、自家用車と仙台駅や空港に向かう貸切バスに分乗

し、かつて気仙大工が腕を奮った古民家を佐々木さんの設計で現地

改修した遠藤邸に向かいました。建て主の遠藤さんの手料理がとこ

ろ狭しと並べられ、盛大なもてなしを受けました。予定の時間をは

るかに超え、ずいぶんと長居をすることに・・・。途中で一次解散

の時間となり、飛行機、遠方の方は帰路につきました。これだけの

大人数を快く迎えてくださった建主さんと佐々木さんに感謝です。

遠藤邸外観(左)と居間(右)。心のこもったおもてなしに、重ねてお礼を申し上げます。

その後、天然スレート葺きの家が多く残る北境、南境を見学し、石

巻市内の石ノ森萬画館の前にある中瀬公園の中洲の、国内最古の木

造教会建築である旧石巻ハリストス教会の前で、2次解散となりま

した。解散後、石巻市内の被災状況を歩いて見たり、地元宮城の建

築家や大学関係者、石巻の商店街の皆さんで石巻の未来に向けたま

ちづくりを考える「石巻まちカフェ」を訪れてお話を伺ったりしま

した。 まちカフェについて詳しくはこちら

北境の民家 (左)妻面に六角形のスレートが使われている (右)スレートでこのような複雑な形状の屋根もつくれる。

そして、フルコース組が仙台駅にたどり着いたのは、もうすっかり

暗くなってから。仙台市内での実行委員会スタッフ打ち上げに県外

メンバーの参加も数名あり、もりだくさんだった一日をお酒を酌み

交わして終えたのでありました。みなさん、お疲れさまでした！

石巻の２次解散で、挨拶をする佐々木文彦さん

（樹音建築設計事務所 徃見寿喜）
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旧石巻ハリストス教会。津波は屋根の上にある十字架付近まで達したそうですが、周りの大半の建物が流失したなか、
奇跡的に原型をとどめていました。教育委員会は何らかの形で後世に残して行く方針だそうです。
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2015年7月27日
独立電源＝オフグリッドの家

2016年6月21日
熊本震災レポート 2

2016年4月28日
古川 保の熊本市川尻町 震災日
誌

関連する記事はこちら
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見る

この動画は非公開です

見る

石巻白浜復興住宅に賭ける男　熊谷秋雄氏に聞く
共有

 
Like 0

里山循環大工：池山琢馬
（一峯建築設計）

3.11後を生き抜くコミュ
ニティーの力　牡鹿半島
福貴浦より

独立電源＝オフグリッド
の家

大場江美さん(サスティナ
ライフ森の家)、日影良孝
さん(日影良孝建築アトリ
エ)：手のひらに太陽の家

伝統構法をユネスコ無形
文化遺産に！
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